
　先日、伝道団体連絡協議会の総会を終えました。最近、伝団協に新しく加盟して下さっ

た団体を紹介しましょう。

　東京プレヤーセンター、日本華人クリスチャンセンター、福音ネット伝道協力会、日本宣

教リサーチ、ワンホープ・ジャパン、以上の５団体です。これらの団体について詳しくは追っ

てご紹介したいと思います。

　詩篇１２篇から、最近の動きを見て祈らねばと思わせられていることをお分ちしたいと思い

ます。

　再臨が近付いているしるしでしょうか、イスラムの勢力は世界の各地で広がっています。

自然界も荒れ狂っています。戦争の匂いが世界を覆っています。

1、ダビデの時代
　１、２節をみるとダビデは「お救いください」と祈っています。なぜでしょうか。祈りの

中にその時代の様子がうかがえます。現代も同様ではないでしょうか。聖徒は後を絶ち、

誠実な人は消え去りました。人は互いにうそを話し、へつらいのくちびると二心で話します。

　日本基督教団が発表した表を見ると、まさに下降線です。聖徒は後を絶ち、誠実な人が

消えています。

　教勢は落ち、後を継ぐ青年たちが消えています。ダビデのように心を合わせて祈りましょう。

2、具体的な姿
　４節に「われらはこの舌で勝つことが出来る。われらの唇はわれらのものだ」

　８節に「卑しい事が崇められている時には、悪者が至る所で横行します」

　詐欺行為は後を絶ちません。高齢者が多い現代は彼らが餌食になります。巧みにうそを

つき、多額のお金を巻きあげます。政治家も新聞沙汰になっています。いわゆる二枚舌です。

心の思いが口に出ます。

　マタイ１２章３４節　選挙の公約はその場かぎりです。住民が心配している原発をつぎつ

ぎと再稼働させようとしています。

3、主のことば
　いじめられ、差別され、格差社会の被害者になっている人々 に心を留められる主は、「立

ち上がり、救いに入れよう」（５節）と言われます。

　日本の現状を見ながら、ダビデのように祈りへと導かれます。今生かされているクリスチャ

ンが使命を感じ、祈り、霊的に成長していかないと「後を絶ち、消えて行く」ことになります。

クリスチャンがこの世の誘惑に負け、神から離れ、教会から消えています。

　
　教会から送り出されている伝道団体のみなさん、目の前にしている危機をしっかり見つめ、

祈りましょう。主が立ち上がり、救いの御業をしてくださるまで祈り、宣教に励みましょう。

信仰は思想ではなく、実践です。それぞれの団体に与えられている使命の実現のために、

主に叫び、方策を示していただき、実践して行きましょう。

伝道団体連絡協議会会長

姫井雅夫
（総動員伝道）
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印　刷：新生宣教団（500部）

●アジアン・アクセス　ＪＧＣＩネットワーク
①４月１日より代表者が川崎廣師から髙澤健師に交代しました。リーダーシップリ
ニュアルの一環です。なお、川崎師は引き続き、スタッフとしてご奉仕下さいます。
②牧師研修は、西日本東海地区が２年目となりました。この１１月で卒業となる先
生方のために。
③牧師の励ましのためにネットワークのために（南関東、大宮、京都）。
●いのちのことば社
5月9日～ 11日に伝道集会「北海道・希望のフェスティバル」が行われました。
集われた未信者の方々の救いのために。
セレブレーション・オブ・ラブを初め、ビリーグラハム伝道協会と協力しての宣
教が用いられますように。
●クリスチャン文書伝道団（ＣＬＣ）
・消費税変更による、混乱がなく、感謝でした。しかし、その影響は売上減少を招
きつつあります。どうか、より多くの方々に用いられるために、スタッフの働き
に知恵と力が与えられますように。

・夏からすでにクリスマスの準備にとりかかります。担当するスタッ フのために。
●高校生聖書伝道協会（hi-b.a.）　
「日本のすべての高校生にキリストを！」と願って、短期・中期・長期ビジョン
を掲げて取り組んでいます。最終的には47都道府県に定期集会活動を広げ、す
べての高校生に福音を届けることが目標です。そのためには各地の諸教会との
つながりや、新たな働き人の獲得、経済的必要などがあります。それらのすべて
が導かれ、備えられるようにお祈りください。
●こころの友伝道全国連合会
第６１回全国大会が８月２５日から２７日まで鹿児島で開催されます。特別講師
は吉井秀夫師。大会のテーマは「教会の源流をたずねて」。参加者１００名与え
られ、福音宣教に押し出されますように。
●新生宣教団
・中国の兄弟姉妹のために。教会生活が守られ、主の恵みと祝福が注がれます
ように。

・フィリピン被災地への文書支援を開始します。
　今なお厳しい環境下にある、タクロバンの教会の人々 に支援が行き届きますように。
・伝道冊子トラクト「絆＋」が用いられますように。全国キリスト教書店にて販売中。
●全日本リバイバルミッション
環・関西リバイバルミッションの祝福のためにお祈り下さい。
魂の救いを目的とした純粋な伝道会を開催します。
多くの方がイエス・キリストを 救い主として信じ受け入れることができますように
お祈り下さい。
・８月22日(金)～23日(土) 　あましんアルカイクホール・オクト
・８月29日(金)～30日(土) 　堺市教育文化センター ソフィア・堺ホール
・９月５日(金)～６日(土) 　八尾市文化会館プリズムホール・大ホール
●総動員伝道
①日本宣教の拡大、霊的盛り上がり。
②クリスチャンの再臨への備え。
③８月の島根県松江市でのトラクト配布伝道、９月の奥州街道歩いて伝道が祝 
されるように。
④総動員伝道の人材、財政が確保されるように。
●小さないのちを守る会
神の栄光を現すために、神の形に造られたいのちを、いのちの始めである胎内から
守り、そのいのちに福音を宣べ伝えるために活動を続けています。本年度（2014）の
総会をクリスチャン・トゥデイの記者が取材され、小さないのちを守る会の働きが全
面的に、Christian Todayに掲載されました。記事は下記のURLで閲覧可能です。是

非ご覧下さり、小さないのちを守る会の働きのためにお祈り下さい。
http://www.christiantoday.co.jp/articles/13199/20140426/chiisanainochi.htm
●太平洋放送協会
・ラジオ番組「世の光」、テレビ番組「ライフ・ライン」を通して、多くの人が福音
に触れることができるようにお祈りください。

・４月から栃木県でもラジオ「世の光いきいきタイム」の放送が始まりました。
　（ＣＲＴ栃木放送　毎週日曜日6：15am～ 6：30am）
　県内、近県の方に番組を聞いていただくことができますように。
・スタッフ、ラジオ・テレビ番組のメッセンジャーである牧師の健康と働きが守
られますように。
●東京プレヤーセンター
①毎日、朝、夕の祈り会が開かれ、多くの方々が参加できますように。
②昼の礼拝のピアノ奏楽者が2名与えられますように。
③50人の女性メッセンジャーが与えられますように。
●日本聖書協会
・7月21日　聖書クイズ王決定戦・東京の集会が祝されますように。
・聖書の新翻訳事業が祝されますように。
・耳の不自由な方のための「手話訳聖書ＤＶＤ」が一日も早く全巻完成され、用
いられますように。
●日本宣教リサーチ
①教会インフォメーションサービスの働きを継承し、新たに発足した日本宣教リ
サーチの活動が順調に進められていくことができるように。
②日本宣教における「１％の壁を破る」ための方策や、日本の教会が直面してい
る課題の研究等を通して、日本宣教の進展に少しでも寄与することができるよ
うに。
③日本宣教に従事されている教会や団体・個人の方との連携を、幅広く深める
ことができるように。
●ハーベスト・タイム・ミニストリーズ
・ハーベスト聖書塾が4月から東京（第18期）と熊本（第19期）で始まりました。
合計約60名の受講生が与えられています。次世代のリーダー育成のためにお
祈りください。

・伝道サイト「聖書入門.com」（http://seishonyumon.com/）のコンテンツが充
実してきました。未信者の方々の救いに用いられますよう、お祈りください。
●パラビジョン
東京バッハ合唱団によるバッハ「ヨハネ受難曲」の日本語演奏のＣＤ・ＤＶＤ・ブ
ルーレイが完成し、合唱団事務局から刊行されます。弊社は制作技術(映像・
音声・製品化)を担当いたしました。日本語演奏の歌詞はヨハネの福音書その
ものです。映像版には歌詞の字幕テロップがついています。教会音楽伝道の
ツールとして用いられますように。
●福音ネット伝道協力会
①インターネット配信伝道番組「この指とまれ」が、世界の多くの人々に聴かれる
ように。
②「この指ドラマ館」、聖書ドラマ「イエスに出会った人々」、アメリカPGM制作ノン
フィクションドラマの日本語版「解き放たれた人生！」 、 朗読（聖書・名作）の4大
コンテンツの毎月更新作業（録音・編集・アップロード）が守られるように。
●ブリッジス・フォー・ピース・ジャパン
BFPの新しいアジア支部が生まれることが長年切望されてきました。この切なる
祈りが応えられ、この夏にもB.F.P. 韓国が立ち上がろうとしています。韓国支部
設立に立ち上がったのは、これまで、日本支部を通じてイスラエルのために惜し
みなく捧げ、祈ってきた韓国人の若者のグループです。新しく立ち上がろうとす
るBFP韓国支部を覚えてお祈りいただけたら幸いでございます。
●ワンホープ（OneHope）
OneHopeが地域教会と伝道団体と協力し、宣教の働きを前進させる事が出来ま
すように。
OneHopeが主のみ心に従い、愛がある、また大胆な伝道方法を求めていけます
ように。
製作中の伝道冊子と教会調査プロジェクトが導かれ、用いられますように。
OneHopeアジア太平洋地域ディレクターのシルバ・シーナの顔のベル麻痺が癒
されますように。
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　第一部の礼拝では、聖歌161番「この罪の深い」を共に賛美した後、姫井会長がメッセージを取りつい
だ。哀歌3章23～ 26節のみことばが開かれ、「あなたの真実は力強い」というテーマで語った。神様の
真実はかわらない。また、神様の真実は力強い。私たち伝道団体も「日本をキリストへ」の目的に沿って、
教会を支え、教会に仕え、主に仕えて、さらに志をひとつにして仲間と協力し、主を待ち望み、伝団協と
して何ができるかを神に祈りつつ進んで行きたいと語られた。
　第二部の総会では、まず出欠の確認が為された。
　議長の姫井会長が書記に聖書協会の加藤兄を指名。加藤兄が出席を確認。

出　席：お茶の水クリスチャンセンター、クリスチャン文書伝道団、こころの友伝道全国連合会、新生宣
　　　　教団、総動員伝道、太平洋放送協会、日本華人クリスチャンセンター、日本国際飢餓対策機構、日
　　　　本聖書協会、福音ネット伝道協力会、ユース・ウィズ・ア・ミッション（11団体）

委任状：アジアン・アクセス、いのちのことば社伝道グループ、近畿福音放送伝道協力会、高校生聖書
　　　　伝道協会、全日本リバイバルミッション、ハーベスト・タイム・ミニストリーズ、ビー・ジャパン、
　　　　ブリッジス・フォー・ピース・ジャパン、（8団体）

欠　席：いのちの水・計画、クリスチャン・サーファーズ・ジャパン、国際ナビゲーター、ＪＴＪ宣教神学校、
　　　　小さないのちを守る会、東京プレヤーセンター、日本キリスト伝道会、日本宣教リサーチ、
　　　　パラビジョン、光のミッション、プレイズ出版、ミクタム・レコード（12団体）
　
　※点呼により、出席団体11、委任状8、計19で、加盟31団体の三分の一以上に達し、総会の定足数
を満たしていることが確認された。
　議長に姫井雅夫先生、書記に加藤太郎氏が選出され、議案として、2013年度の活動報告、会計報告、
会計監査報告が為され、引き続いて2014年度の活動計画案、会計予算案、役員選出が為された。
　加盟団体相互の協力体制づくりや加盟団体を増やして行くこと、2年ぶりに行われるフェスティバルにつ
いても話し合われた。総会を経て新たな2014年度の働きがスタートした。神様の祝福が豊かにあらわさ
れ、また新しく加盟してくださる団体が与えられて行きますようにお祈りください。

伝道団体連絡協議会　
第30回総会のご報告

2014年4月25日（金）午後2時から3時30分
まで、御茶ノ水クリスチャンセンター、3
階会議室にて総会が行われました。

※詳しい情報は伝団協HPやチラシをご覧ください。

今年はフェスティバルの年！今年はフェスティバルの年！

どなたでも自由に参加できます！

日本華人
　クリスチャンセンター（JCC）

伝団協  加盟団体の紹介！

東京都荒川区西日暮里5-23-3冠第2ビル３階
TEL：080-4183-2347　
E-mail：dongjinghuaren@gmail.com

〒101-0062  東京都千代田区神田駿河台2－1　０ＣＣビル404号
ＴＥＬ＆ＦＡＸ：03-5577-6365　
E-mail：info@tpc365.com

東京プレヤーセンター
http://www.tpc365.com

http://www.tokyo-jcc.com/　

　日本華人クリスチャンセンター（略称JCC）は、2012年11月に設立されました。構成員は各華人教会のクリスチャ
ン奉仕者。代表者は韓国人宣教師の朴樹民（パク・スミン）牧師です。
　現在、在日華人は80万人を超えていますが、教会に通う華人クリスチャンは僅か0.3％しかいません。このような
現実に対して、JCCはあらゆる宣教活動を通して在日華人への働きを進めています。

　JCCの主な活動は４つあります。
1．合同祈祷会、毎月第三日曜日17：00から
2．短期トレーニング開催
3．バイブルトレーニング
4．毎年日本で開催する伝道会
●祈祷会には、華人牧師や日本人牧師からのメッセージを
伺い、共に日本宣教と華人宣教のために祈り合っています。
●短期トレーニングは、海外の華人グループと連携し、グ
ローバルな働きを展開。
●バイブルトレーニングは世界各地での働きのための人材
育成。昨年はマレーシア、カナダから講師を招き学びの時
を持った。今年はアメリカから講師を招いて、日光修養会、東京育成会を行った。
●2013年より毎年「東京華人伝道大会」を開催する。昨年は日本各地から延べ2,910 名が参加し、21教会から約
150名の兄弟姉妹が奉仕。決信者、新来者のフォローに41教会が協力。さらに100名以上のクリスチャンが献身を
決意した。2014年5月、「2014東京華人伝道会」を行った。
より多くの未信者が救われるようにJCCの兄弟姉妹は一心に祈り、奉仕しています。

　１年365日毎日、礼拝と祈り会を行っています。
　東京プレヤーセンター（ＴＰＣ）は、神様により、2011年の
11月にお茶の水クリスチャンセンター４階に設立されました。
　当初は、神様のご計画も良くわかりませんでしたが、2年
6ヶ月が経過した今、下記の目的が導かれています。

●目的
1．閉塞感のある日本のキリスト教会に元気を与える。
2．超教派として活動する。
3．毎日、礼拝を捧げ、祈り会を行う。
4．伝道、学びなどのために貸室を提供する。
　毎日、朝、夕に祈り会、お昼に礼拝を捧げていますが、礼
拝には、教団、教派を超えて、牧師、ビジネスマンなど200
人以上のメッセンジャーが与えられており、毎日交代でメッセージを取り次いで下さっています。
　朝、午後、夕の空いている時間は、貸室としてもご利用頂いており、六つの教会が立ち上げられ、また、バ
イブルスタディ、ゴスペル教室、手話教室などが開かれています。
　これまでに、延1万人以上の方々が訪れて下さっており、私たちスタッフも含め、聖霊様に元気を与えられ
ています。
　神様はこの場所で何をなさろうとしておられるのでしょうか。
　スタッフ一同、神様に期待しつつ、毎日、一致して励んでいます。

これまでにない広がりのあるプログラムを計画中。
日本にある各団体の紹介ブース、展示即売会、貴重な報告など。
ミニコンサートにはMigiwaをピックアップ。
新しい団体も入会され新たな動きもあります。是非情報交換の場としてもご活用ください。

日時：7月5日（土）午後1時～ 5時まで
場所：お茶の水OCC会館　８Fチャペル、ホールにて開催


